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介護保険について1

介護が必要になったとき、
どんなメリットがあるの?

「私は介護保険の世話にはならない」と
思っていても、介護の必要は

突然やってきます。
このような時、介護保険を利用すると、
介護に必要なさまざまな公的介護

サービスを、少ない負担で
受けることができます。

（1） 介護保険について

「要介護5」の人が、特別養護老人ホーム「多床室（相部屋）」ヘ
入所した場合（※利用者負担1割の場合）

約29万円
約2万9千円

（例） 1ヵ月にかかる費用
　     （めやす）

ご本人の負担額（めやす）

+居住費・食費

+居住費・食費 約26万1千円
介護保険から

介護保険ってなに?

介護保険で大きな安心

◎ 介護保険制度は、介護が必要になっても、安心して自分らしく暮らせるよう、
　 介護が必要な人を社会のみんなで支えあう制度として、平成12年4月にス夕一卜しました。

◎ 40歳以上の人が加入して保険料を支払い、介護が必要なときは、保険を利用してサービス費用
　 の1割～3割の負担で、介護（予防）サービスが受けられます。

1割

9割
サービス事業者

たとえば

介
護
保
険
に
つ
い
て

も く じ

計算して
みましょう

（1） 介護保険について
（2） 介護保険の被保険者
（3） 介護保険の被保険者証

（1） 介護保険料の納め方
（2） 介護保険料を納めないでいると
（3） 65歳以上の人（第１号被保険者）の介護保険料
（4） 介護保険料の負担を軽くする制度

（1） 申請から認定まで
（2） 認定結果からサービスの利用まで
（3） 要介護度別の状態区分
（4） 介護保険負担割合証
（5） 在宅サービスを利用できる上限額
（6） 契約について

（1） 在宅サービス
（2） 自宅での生活環境を整えるサービス
（3） 施設サービス（施設に入所する）
（4） 介護予防・生活支援サービス事業

・ 認知症の人を地域で支える取り組み
・ 北九州市介護支援ボランティア事業
・ 介護予防プログラム
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介護保険について

介護保険料

介護保険サービスの利用

介護保険のサービス

利用者負担を軽くする制度

介護保険以外のいろいろなサービス

認知症支援・介護予防について

困ったときの相談窓口

地域包括支援センター

高齢者向けの住宅や施設

高齢者のための保健・医療・
福祉・介護の「総合相談窓口」

介護保険は任意加入ではないの?
介護保険は、40歳以上の人が全員加入するものです。そのため、例えば民間
保険のように、60代と70代では70代の方が介護を受ける可能性が高いから
保険料も高いというわけではなく、負担能力に応じて保険料を納めていただく
仕組みとなっています。

また、任意加入の場合、サービスに必要な費用は加入者の負担となりますが、
介護保険ではサービス利用時の1～3割の利用者負担を除き、サービスにかかる
費用の半分を公費（税金）、もう半分をみなさんに納めていただく保険料で
負担することになっています。
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介護保険の被保険者は年齢によって2つに分かれます。
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65歳になったから
届いたわ～!

（3） 介護保険の被保険者証

※住所・氏名等に変更があった場合は、14日以内にお住まいの区の
　区役所保健福祉課介護保険担当へ届出をしてください。

※要介護状態等の原因である身体上または精神上の障害が
　上記16種類の疾病によることが要件となります。

介護サービスを利用できる人

保険料は

介護サービスを利用できる人

保険料は

介護保険の費用の負担

2

（2） 介護保険の被保険者

介護(予防)サービスに必要な費用は、利用者の1割～3割の負担を除いて、保険料50%と、
公費(税金)50%でまかなわれています。

65歳以上
の人

40歳から64歳まで
の人

第1号被保険者 第2号被保険者

介護や支援が必要であるという「認定」を
受けた場合に、介護(予防)サービスを利
用することができます。

所得などに応じて決定されます。(P5参照)

介護保険の対象となる16種類の病気（特
定疾病※P3参照）が原因で、介護や支援
が必要であるという「認定」を受けた場合
に、介護（予防）サービスを利用すること
ができます。

加入している医療保険の算定方法に基
づいて決定されます。

（医療保険加入者）
65歳以上の人には被保険者証(保険証)が交付されます。

※40～64歳の人は、ご希望があったとき(要支援・要介護の認定を受けた時を含む)にお渡しします。

65歳になった月(65歳の誕生日の前日の属する月)の翌月に
郵送します。要介護認定の申請や介護(予防)サービスを利
用する際に必要となりますので、大切に保管してください。

■見本

主に老化が原因とされる16種類の病気

①がん(医師が一般に認められている医学的知見に
　基づき回復の見込みがない状態に至ったと判断
　したものに限る)

②関節リウマチ

③筋萎縮性側索硬化症

④後縦靭帯骨化症

⑤骨折を伴う骨粗鬆症

⑥初老期における認知症

⑦進行性核上性麻痺、大脳皮質基底核変性症

　及びパーキンソン病

⑧脊髄小脳変性症

⑨脊柱管狭窄症

⑩早老症

⑪多系統萎縮症

⑫糖尿病性神経障害、糖尿病性腎症

　及び糖尿病性網膜症

⑬脳血管疾患

⑭閉塞性動脈硬化症

⑮慢性閉塞性肺疾患

⑯両側の膝関節または股関節に著しい

　変形を伴う変形性関節症

かんせつ

きん   い  しゅくせい そく  さく   こう   か   しょう

せきちゅうかんきょうさくしょう

そう   ろう しょう

た   けい  とう   い  しゅくしょう

とうにょうびょうせいしん けいしょうがい とうにょうびょうせい じんしょう

とうにょうびょうせい もう  まく  しょう

のう けっ  かん しっ かん

へい そく  せい どう みゃくこう   か   しょう

まん せい へい そく  せい はい  しっ かん

りょうそく ひざかんせつ

へん けい せい かん せつ しょう

こ    かんせつ

こうじゅうじんたい  こっ    か  しょう

こっせつ

しょ  ろう    き

しん こう  せい  かく じょうせい   ま      ひ

せき ずいしょうのうへんせいしょう

びょう

だいのう    ひ    しつ   き    てい  かく へんせい しょう

にん   ち   しょう

こつ    そ  しょうしょう

特定疾病
とく   てい    しっ   ぺい

介護保険は40歳以上の人が
加入します。
北九州市が保険者です。

65歳未満でも
介護サービスが
受けられることが

あるのね。

見本

公費（税金）

65歳以上の人が負担する保険料は全
体の23%、40歳から64歳の人が負担
する保険料は全体の27%です。
※負担割合は人口比率により決まります。

第1号
被保険者保険料

（65歳以上の人）

第2号
被保険者保険料

（40～64歳の人）

国
25%

県
12.5%

市
12.5%

65歳以上の人の保険料　23%
○年金から天引き　○市町村に個別に納付

40～64歳の人の保険料　27%

※介護保険施設・特定施設にかかる
　負担割合は国20% 県17.5%

○医療保険料と一緒に納付

保険料
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